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(57)【要約】
【課題】オプションであるＡＤＦに保存されたパラメー
タ情報の読み込みのために、装置の立ち上がり時間が遅
れることを回避できる画像形成装置を提供する。
【解決手段】画像形成装置１にオプションとして付設さ
れるＡＤＦ２０内に、該ＡＤＦ２０を使用する際に必要
となるパラメータ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７）を保持す
る。このＡＤＦＩＤ情報２７には、ＡＤＦＩＤ情報２７
の内容を識別するためのＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７
のチェックサムデータ）が含まれる。本体側のスキャナ
エンジン３０では、予めＡＤＦＩＤ情報２７と、このＡ
ＤＦＩＤ情報２７から求めたＩＤ情報（チェックサムデ
ータ）とを保持しており、電源投入時には、ＡＤＦ２０
からＩＤ情報だけを受信し、自身が保持するＩＤ情報と
比較する。そして、ＩＤ情報が一致しない場合にのみ、
ＡＤＦ３０からＡＤＦＩＤ情報２７のすべてのデータを
受信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置にオプション機器として付設され、原稿読取位置に向けて原稿を給紙する
と共に、カラーＣＣＤセンサにより前記原稿を読み取る自動原稿送り装置であって、
　前記自動原稿送り装置を使用する際に必要となるパラメータ情報を保持すると共に、前
記パラメータ情報の内容の差異を全体として識別するためのパラメータＩＤ情報を生成し
て保持するパラメータ情報記憶手段と、
　前記画像形成装置側からの要求に応じて、前記自動原稿送り装置に保持されたパラメー
タ情報を前記画像形成装置に送信するパラメータ情報送信手段と、
　前記画像形成装置側からの要求に応じて、前記パラメータＩＤ情報を前記画像形成装置
に送信するパラメータＩＤ情報送信手段と、
　を備えることを特徴とする自動原稿送り装置。
【請求項２】
　前記パラメータＩＤ情報は、前記パラメータ情報のチェックサムデータであることを特
徴とする請求項１に記載の自動原稿送り装置。
【請求項３】
　前記パラメータ情報には、自動原稿送り装置に搭載された原稿読み取りのためのデバイ
スに固有な画像調整データ、および前記デバイスの制御タイミンング情報が含まれること
を特徴とする請求項１または請求項２に記載の自動原稿送り装置。
【請求項４】
　前記パラメータ情報には、さらに自動原稿送り装置に通紙された原稿の枚数の情報、お
よび光源の照光時間の情報が含まれること
　を特徴とする請求項３に記載の自動原稿送り装置。
【請求項５】
　原稿読取位置に向けて原稿を給紙すると共に、カラーＣＣＤセンサにより前記原稿を読
み取る自動原稿送り装置が付設された画像読取装置であって、
　前記自動原稿送り装置は、
　前記自動原稿送り装置を使用する際に必要となるパラメータ情報を保持すると共に、前
記パラメータ情報の内容の差異を全体として識別するためのパラメータＩＤ情報を生成し
て保持するパラメータ情報記憶手段と、
　前記画像読取装置側からの要求に応じて、前記自動原稿送り装置に保持されたパラメー
タ情報を前記画像読取装置に送信するパラメータ情報送信手段と、
　前記画像読取装置側からの要求に応じて、前記パラメータＩＤ情報を前記画像読取装置
に送信するパラメータＩＤ情報送信手段と、
　を備え、
　前記画像読取装置は、
　前記自動原稿送り装置から前記パラメータ情報を受信して保持すると共に、受信したパ
ラメータ情報を基に前記パラメータＩＤ情報を生成して保持する記憶手段と、
　電源投入時に、前記自動原稿送り装置から前記パラメータＩＤ情報を受信するパラメー
タＩＤ情報取得手段と、
　前記パラメータＩＤ情報取得手段により自動原稿送り装置から受信したパラメータＩＤ
情報と、自身が保持するパラメータＩＤ情報とが一致するかどうかを判定するパラメータ
ＩＤ情報判定手段と、
　前記パラメータＩＤ情報判定手段により、前記自動原稿送り装置から受信したパラメー
タＩＤ情報と、自身が保持するパラメータＩＤ情報とが一致しないと判定された場合に、
前記自動原稿送り装置から前記パラメータ情報を受信するパラメータ情報取得手段と、
　を備えることを特徴とする画像読取装置。
【請求項６】
　前記パラメータＩＤ情報は、前記パラメータ情報のチェックサムデータであることを特
徴とする請求項５に記載の画像読取装置。
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【請求項７】
　前記パラメータ情報には、自動原稿送り装置に搭載された原稿読み取りのためのデバイ
スに固有な画像調整データ、および前記デバイスの制御タイミンング情報が含まれること
を特徴とする請求項５または請求項６に記載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記パラメータ情報には、さらに自動原稿送り装置に通紙された原稿の枚数の情報、お
よび光源の照光時間の情報が含まれることを特徴とする請求項７に記載の画像読取装置。
【請求項９】
　前記自動原稿送り装置は、
　前記原稿の通紙が終了した場合に、自身が保持するパラメータ情報およびパラメータＩ
Ｄ情報を更新すると共に、前記画像読取装置に対して通紙終了のステータス情報を送信す
る手段を、
　備え、
　前記画像読取装置は、
　前記自動原稿送り装置から通紙終了のステータス情報を受信した場合に、前記自動原稿
送り装置に対して前記パラメータ情報の送信要求コマンドを送信すると共に、前記自動原
稿送り装置から受信しパラメータ情報を基に、自身が保持するパラメータ情報およびパラ
メータＩＤ情報を更新する手段を、
　を備えることを特徴とする請求項８に記載の画像読取装置。
【請求項１０】
　請求項５～９のいずれか一項に記載の画像読取装置を備えると共に、前記画像読取装置
から受信した原稿の画像データの画像処理を行い、プリント用紙に印刷する処理を行うこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　本体にオプション機器として付設されると共にカラーＣＣＤセンサにより原稿を読み取
り画像データを本体側に送信する自動原稿送り装置と、前記自動原稿送り装置と本体側と
のインタフェースとなるスキャナエンジンと、前記自動原稿送り装置から送信された画像
データを前記スキャナエンジンを介して受信してプリント処理を行う本体側コントローラ
とで構成される画像形成システムであって、
　前記自動原稿送り装置は、
　前記自動原稿送り装置を使用する際に必要となるパラメータ情報を保持すると共に、前
記パラメータ情報の内容の差異を全体として識別するためのパラメータＩＤ情報を生成し
て保持するパラメータ情報記憶手段と、
　前記スキャナエンジン側からの要求に応じて、前記自動原稿送り装置に保持されたパラ
メータ情報を前記スキャナエンジンに送信するパラメータ情報送信手段と、
　前記スキャナエンジン側からの要求に応じて、前記パラメータＩＤ情報を前記スキャナ
エンジンに送信するパラメータＩＤ情報送信手段と、
　を備え、
　前記スキャナエンジンは、
　前記自動原稿送り装置から前記パラメータ情報を受信して保持すると共に、受信したパ
ラメータ情報を基に前記パラメータＩＤ情報を生成して保持する記憶手段と、
　電源投入時に、前記自動原稿送り装置から前記パラメータＩＤ情報を受信するパラメー
タＩＤ情報取得手段と、
　前記パラメータＩＤ情報取得手段により自動原稿送り装置から受信したパラメータＩＤ
情報と、自身が保持するパラメータＩＤ情報とが一致するかどうかを判定するパラメータ
ＩＤ情報判定手段と、
　前記パラメータＩＤ情報判定手段により、前記自動原稿送り装置から受信したパラメー
タＩＤ情報と、自身が保持するパラメータＩＤ情報とが一致しないと判定された場合に、
前記自動原稿送り装置から前記パラメータ情報を受信するパラメータ情報取得手段と、
　前記自動原稿送り装置から前記カラーＣＣＤセンサにより読み込まれた原稿の画像デー
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タを受信すると共に、該画像データを前記パラメータ情報中の画像調整データを基に補正
し、補正した画像データを前記本体側コントローラに送信する画像データ補正手段と、
　を備え、
　前記本体側コントローラは、
　前記スキャナエンジンから受信した画像データを基に、プリント用の画像データを生成
する画像処理手段と、
　前記画像処理手段により生成されたプリント用画像データをプリント用紙にプリントす
る印刷制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像形成システム。
【請求項１２】
　前記パラメータＩＤ情報は、前記パラメータ情報のチェックサムデータであることを特
徴とする請求項１１に記載の画像形成システム。
【請求項１３】
　前記パラメータ情報には、自動原稿送り装置に搭載された原稿読み取りのためのデバイ
スに固有な画像調整データ、および前記デバイスの制御タイミンング情報が含まれること
を特徴とする請求項１１または請求項１２に記載の画像形成システム。
【請求項１４】
　前記パラメータ情報には、さらに自動原稿送り装置に通紙された原稿の枚数の情報、お
よび光源の照光時間の情報が含まれることを特徴とする請求項１３に記載の画像形成シス
テム。
【請求項１５】
　前記自動原稿送り装置は、
　前記原稿の通紙が終了した場合に、自身が保持するパラメータ情報およびパラメータＩ
Ｄ情報を更新すると共に、前記スキャナエンジンに対して通紙終了のステータス情報を送
信する手段を、
　備え、
　前記スキャナエンジンは、
　前記自動原稿送り装置から通紙終了のステータス情報を受信した場合に、前記自動原稿
送り装置に対して前記パラメータ情報の送信要求コマンドを送信すると共に、前記自動原
稿送り装置から受信したパラメータ情報を基に、自身が保持するパラメータ情報およびパ
ラメータＩＤ情を更新する手段を、
　を備えることを特徴とする請求項１４に記載の画像形成システム。
【請求項１６】
　前記スキャナエンジンは、
　前記本体側コントローラからの指示により、前記自動原稿送り装置に対して前記パラメ
ータ情報の初期化指示を含むパラメータ更新指示のコマンドを送信する手段と、
　前記自動原稿送り装置から更新されたパラメータ情報を受信し、受信したパラメータ情
報により自身が保持するパラメータ情報およびパラメータＩＤ情報を更新する手段と、
　を備え、
　前記自動原稿送り装置は、
　前記スキャナエンジンから前記パラメータ情報の更新指示のコマンドを受信した場合に
、更新指示の内容に従い、自身が保持するパラメータ情報およびパラメータＩＤ情報を更
新すると共に、更新したパラメータ情報を前記スキャナエンジンに送信する手段を、
　備えることを特徴とする請求項１５に記載の画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動原稿送り装置、画像読取装置、画像形成装置、および画像形成システム
に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　スキャナとしての機能を有する画像読取装置は、画像形成装置の入力装置と使用される
他、イメージスキャナとしても使用されている。
【０００３】
　また、スキャナのスキャン形態として、１枚の原稿を原稿台に載置してスキャンする方
法の他に、複数枚の原稿を自動原稿送り装置（ＡＤＦ： Automatic Document Feeder）に
載置して１枚ずつ給送しながらスキャンを行う方法がある。この自動原稿送り装置（ＡＤ
Ｆ）は、例えば、画像形成装置（複写機）の本体とは別にオプションとして供給されるこ
とがある。この場合、ユーザは異なる性能を持つ複数の機種から、経済性や操作性を考慮
して、好みの自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を選択して画像形成装置の本体に取り付ける。
【０００４】
　図５は、オプシションとして画像形成装置の本体に装着される自動原稿送り装置（ＡＤ
Ｆ）の概略構成を示す図であり、原稿を読み取るカラーＣＣＤセンサを備えた自動原稿送
り装置（ＡＤＦ）である。図５に示す自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０Ａにおいて、ケー
シング１００の上面には原稿載置面としてのコンタクトガラス１０１が嵌め込まれている
。コンタクトガラス１０１上に載置された原稿を下方から照明してその反射光を読取るた
めに、ケーシング１００内には、照明ランプ１０２、反射鏡（ミラー）１０３、１０４、
１０５、レンズ１０７および受光素子（イメージセンサ）としてのカラーＣＣＤセンサ(C
harge Coupled Device)２２が備えられている。このカラーＣＣＤセンサ２２は、例えば
、Ｒ（赤色検出用ＣＣＤセンサ）、Ｇ（緑色検出用ＣＣＤセンサ）、Ｂ(青色検出用ＣＣ
Ｄセンサ)の３チャネルタイプのカラーＣＣＤセンサである。
【０００５】
　照明ランプ１０２の光は、コンタクトガラス（原稿台）１０１上の原稿を照射し、原稿
で反射された光は反射鏡１０３、１０４、１０５で反射され、レンズ１０７を通ってカラ
ーＣＣＤセンサ２２上に集束される。このように照明ランプ１０２、反射鏡１０３、１０
４、１０５およびレンズ１０７によって光学系が構成されている。この光学系は、矢印で
示す右方向へ移動可能である。この移動により、コンタクトガラス１０１上に載置された
原稿が、その一端から他端まで順に読取られる。なお、コンタクトガラス１０１には、白
色基準板１０６が設けられている。この白色基準板１０６は、画像データの調整時（例え
ば、シェーディング補正時等）に、基準となる白色を提供するためのものである。
【０００６】
　また、原稿の送り機構部１２０には、原稿をセットするためのセットトレイ１２１と、
読取られた原稿が排出される排出トレイ１２２とが含まれている。セットトレイ１２１に
セットされた原稿は、ローラ機構部１２３により送り出され、排出トレイ１２２へ排出さ
れる。この排出トレイ１２２は、コンタクトガラス１０１上に載置された原稿を覆う原稿
カバーとしても機能する。
【０００７】
　そして原稿が読取位置を通過する際に、照明ランプ１０２で原稿が照明されて、その反
射光がカラーＣＣＤセンサ２２へ与えられる。原稿を読み取る際には、照明ランプ１０２
、反射鏡１０３、１０４、１０５およびレンズ１０７を含む光学系は所定位置に停止され
た状態で、原稿が搬送されることによって、カラーＣＣＤセンサ２２により原稿の読取が
行われる。
【０００８】
　カラーＣＣＤセンサ２２で読み取られた原稿の信号はＡＦＥ（アナログフロントエンド
：Analog Front End）等を含むＣＣＤ信号処理部２３に入力される。ＣＣＤ信号処理部２
３では、カラーＣＣＤセンサ２２から入力した信号を増幅し、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ補正等を
行った後に、Ａ／Ｄ変換し、デジタルの画像信号を生成して、本体側装置２のスキャナエ
ンジン３０に送信する。
【０００９】
　また、オプションとして供給される自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０Ａには、記憶部（
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ＥＥＰＲＯＭ）２６にＡＤＦ２０Ａを使用する際に必要となる各種のＡＤＦパラメータ情
報２７Ａが記憶されている。このＡＤＦパラメータ情報２７Ａには、ＡＤＦ２０Ａに搭載
されたデバイス（レンズやカラーＣＣＤセンサ等）に固有な、ＭＴＦ（Modulation Trans
fer Function）、色補正データ、制御タイミング情報などが保存されている。このため、
ＡＤＦ２０Ａを付け替えても、ＡＤＦ２０Ａ内の記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）２６に保存され
たＡＤＦパラメータ情報２７Ａをスキャナエンジン３０に読み込むことにより、ＡＤＦ２
０Ａ等を改めて調整をしなくてもすむように構成されている。
【００１０】
　ところで、このような自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を備えたシート計数装置（画像形成
装置）として、排出されるシート枚数を示すカウント値の信頼性を高めることができるシ
ート計数装置が開示されている。（例えば、特許文献１を参照）。
【００１１】
　この従来技術のシート計数装置では、排出されるシート枚数を示すカウント値の信頼性
を高めることができるシート計数装置を提供することを目的としている。このために、 
正常に排出が完了したシート枚数をカウンタ値として計数し、計数されたカウンタ値を基
にチェックデータを生成し、生成されたチェックデータをカウンタ値と併せて記憶方式の
異なるＥＥＰＲＯＭ、ＳＲＡＭ、ＨＤＤの記憶装置に記録し、記録されたカウンタ値とチ
ェックデータを照合することにより、各記憶装置に記憶されているカウンタ値の整合性が
保たれているか否かを判定し、判定の結果、一部に整合性が保たれていない記憶装置が存
在する場合、整合性が保たれていないと判定された記憶装置のカウンタ値を、整合性が保
たれていると判定された他の記憶方式の記憶装置のカウンタ値で置き換えて復旧する。
【特許文献１】特開２００１－２８３１８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、上記先行技術の装置では、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）にバックアップ
しているＭＴＦ、色補正データ、マトリクスデータなどパラメータ情報（画像調整データ
）を「自動原稿送り装置（ＡＤＦ）→スキャナエンジン→本体制御部」の経路で本体側に
送信していたが、この画像調整データは約２００ｂｙｔｅ（バイト）程度ある。このデー
タを、電源投入時に毎回送っているため、立ち上がり時間が遅くなってしまうという問題
が生じていた。
【００１３】
　なお、ＡＤＦからの送信データ数を減らすために、本体側にＡＤＦにパラメータ情報（
画像調整データ）を保持させることも考えられるが、このような方法では、オプションで
あるＡＤＦを付け替えるごとに画像調整データを調整しなおさなければならないことにな
る。このＭＴＦやマトリクスデータ等はデバイス（レンズやカラーＣＣＤセンサ等）に依
存するためＡＤＦごとに値を調整しなければならない。この画像調整を行うための画像調
整用の原稿は高価であり、また原稿が痛むと交換しなければならないため、市場に配布す
ることができない。したがって、ＡＤＦにパラメータ情報を持たせておく必要がある。
【００１４】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、画像読取装置において、電源投
入時に、オプションである自動原稿送り装置（ＡＤＦ）に保存されたパラメータ情報（画
像調整データ）の読み込みを行うために、装置の立ち上がり時間が遅れることを回避し、
また、オプションである自動原稿送り装置を付け替えても画像調整データを改めて再調整
をしなくてもすむことができる、自動原稿送り装置、画像読取装置、画像形成装置、およ
び画像形成システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、本発明に係る自動原稿送り装置は、画像形成装置にオプシ
ョン機器として付設され、原稿読取位置に向けて原稿を給紙すると共に、カラーＣＣＤセ
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ンサにより前記原稿を読み取る自動原稿送り装置であって、前記自動原稿送り装置を使用
する際に必要となるパラメータ情報を保持すると共に、前記パラメータ情報の内容の差異
を全体として識別するためのパラメータＩＤ情報を生成して保持するパラメータ情報記憶
手段と、前記画像形成装置側からの要求に応じて、前記自動原稿送り装置に保持されたパ
ラメータ情報を前記画像形成装置に送信するパラメータ情報送信手段と、前記画像形成装
置側からの要求に応じて、前記パラメータＩＤ情報を前記画像形成装置に送信するパラメ
ータＩＤ情報送信手段と、を備えることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の自動原稿送り装置では、画像形成装置にオプション機器とし
て付設される自動原稿送り装置（ＡＤＦ）内に、該自動原稿送り装置を使用する際に必要
となる一群のパラメータ情報と、この一群のパラメータ情報を識別するためのパラメータ
ＩＤ情報とを保持させるようにする。画像形成装置側では、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）
の一群のパラメータ情報とパラメータＩＤ情報とを予め保持し、電源投入時には、前記自
動原稿送り装置（ＡＤＦ）からパラメータＩＤ情報だけを受信し、自身が保持するパラメ
ータＩＤ情報とを比較するようにする。そして、パラメータＩＤ情報が一致しない場合に
のみ、自動原稿送り装置から一群のパラメータ情報を受信する。
　これにより、電源投入時における自動原稿送り装置および画像形成装置の立ち上がり時
間を短縮することができる。
【００１６】
　また、本発明の自動原稿送り装置は、前記パラメータＩＤ情報は、前記パラメータ情報
のチェックサムデータであることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の自動原稿送り装置では、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）内に保
持された一群のパラメータ情報のチェックサムデータを、パラメータＩＤ情報として生成
して、保持する。
　これにより、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラメータ情報の内容を識別する
ためのパラメータＩＤ情報を容易に生成して、使用することができる。
【００１７】
　また、本発明の自動原稿送り装置は、前記パラメータ情報には、自動原稿送り装置に搭
載された原稿読み取りのためのデバイスに固有な画像調整データ、および前記デバイスの
制御タイミンング情報が含まれることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の自動原稿送り装置では、パラメータ情報として、該自動原稿
送り装置に搭載された原稿読み取りのためのデバイス（例えば、光学系のレンズや、カラ
ーＣＣＤセンサ）に固有な、画像調整データ、および前記デバイスの制御タイミンングの
情報を保持する。
　これにより、オプションである自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を付け替える場合において
も、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を再調整する必要がなくなる。
【００１８】
　また、本発明の自動原稿送り装置は、前記パラメータ情報には、さらに自動原稿送り装
置に通紙された原稿の枚数の情報、および光源の照光時間の情報が含まれることを特徴と
する。
　上記構成からなる自動原稿送り装置（ＡＤＦ）においては、自動原稿送り装置（ＡＤＦ
）が保持するパラメータ情報には、通紙された原稿の枚数の情報、および光源の照光時間
の情報が含まれる。
　これにより、通紙が終了した場合などに、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラ
メータ情報およびパラメータＩＤ情報の更新を行うことができる。
【００１９】
　また、本発明の画像読取装置は、原稿読取位置に向けて原稿を給紙すると共に、カラー
ＣＣＤセンサにより前記原稿を読み取る自動原稿送り装置が付設された画像読取装置であ
って、前記自動原稿送り装置は、前記自動原稿送り装置を使用する際に必要となるパラメ
ータ情報を保持すると共に、前記パラメータ情報の内容の差異を全体として識別するため
のパラメータＩＤ情報を生成して保持するパラメータ情報記憶手段と、前記画像読取装置
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側からの要求に応じて、前記自動原稿送り装置に保持されたパラメータ情報を前記画像読
取装置に送信するパラメータ情報送信手段と、前記画像読取装置側からの要求に応じて、
前記パラメータＩＤ情報を前記画像読取装置に送信するパラメータＩＤ情報送信手段と、
を備え、前記画像読取装置は、前記自動原稿送り装置から前記パラメータ情報を受信して
保持すると共に、受信したパラメータ情報を基に前記パラメータＩＤ情報を生成して保持
する記憶手段と、電源投入時に、前記自動原稿送り装置から前記パラメータＩＤ情報を受
信するパラメータＩＤ情報取得手段と、前記パラメータＩＤ情報取得手段により自動原稿
送り装置から受信したパラメータＩＤ情報と、自身が保持するパラメータＩＤ情報とが一
致するかどうかを判定するパラメータＩＤ情報判定手段と、前記パラメータＩＤ情報判定
手段により、前記自動原稿送り装置から受信したパラメータＩＤ情報と、自身が保持する
パラメータＩＤ情報とが一致しないと判定された場合に、前記自動原稿送り装置から前記
パラメータ情報を受信するパラメータ情報取得手段と、を備えることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像読取装置では、オプション機器として付設される自動原
稿送り装置（ＡＤＦ： Automatic Document Feeder）内に、該自動原稿送り装置を使用す
る際に必要となる一群のパラメータ情報と、この一群のパラメータ情報を識別するための
パラメータＩＤ情報とを保持させるようにする。画像読取装置側では、予め自動原稿送り
装置（ＡＤＦ）の一群のパラメータ情報とパラメータＩＤ情報を保持しておき、電源投入
時には、前記自動原稿送り装置（ＡＤＦ）からパラメータＩＤ情報だけを受信し、自身が
保持するパラメータＩＤ情報とを比較するようにする。そして、パラメータＩＤ情報が一
致しない場合にのみ、自動原稿送り装置から一群のパラメータ情報を受信する。
　これにより、電源投入時における自動原稿送り装置および画像読取装置の立ち上がり時
間を短縮することができる。
【００２０】
　また、本発明の画像読取装置は、前記パラメータＩＤ情報は、前記パラメータ情報のチ
ェックサムデータであることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像読取装置では、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）内に保持さ
れた一群のパラメータ情報のチェックサムデータを、パラメータＩＤ情報として使用する
。
　これにより、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラメータ情報の内容を識別する
ためのパラメータＩＤ情報を容易に生成して、使用することができる。
【００２１】
　また、本発明の画像読取装置は、前記パラメータ情報には、自動原稿送り装置に搭載さ
れた原稿読み取りのためのデバイスに固有な、画像調整データ、および前記デバイスの制
御タイミンング情報が含まれることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像読取装置においては、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）は、
パラメータ情報として、自動原稿送り装置に搭載された原稿読み取りのためのデバイス（
例えば、光学系のレンズや、カラーＣＣＤセンサ）に固有な、画像調整データ、および前
記デバイスの制御タイミンングの情報を保持する。
　これにより、オプションである自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を付け替える場合において
も、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を再調整する必要がなくなる。
【００２２】
　また、本発明の画像読取装置は、前記パラメータ情報には、さらに自動原稿送り装置に
通紙された原稿の枚数の情報、および光源の照光時間の情報が含まれることを特徴とする
。
　上記構成からなる本発明の画像読取装置においては、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保
持するパラメータ情報には、通紙された原稿の枚数の情報、および光源の照光時間の情報
が含まれる。
　これにより、通紙が終了した場合などに、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラ
メータ情報およびパラメータＩＤ情報の更新を行うことができる。
【００２３】
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　また、本発明の画像読取装置は、前記自動原稿送り装置は、前記原稿の通紙が終了した
場合に、自身が保持するパラメータ情報およびパラメータＩＤ情報を更新すると共に、前
記画像読取装置に対して通紙終了のステータス情報を送信する手段を、備え、前記画像読
取装置は、前記自動原稿送り装置から通紙終了のステータス情報を受信した場合に、前記
自動原稿送り装置に対して前記パラメータ情報の送信要求コマンドを送信すると共に、前
記自動原稿送り装置から受信しパラメータ情報を基に、自身が保持するパラメータ情報お
よびパラメータＩＤ情報を更新する手段を、を備えることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像読取装置では、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）において原
稿の通紙が終了した場合に、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラメータ情報およ
びパラメータＩＤ情報を更新する。また、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）から画像読取装置
に更新されたパラメータ情報を送信し、画像読取装置ではパラメータ情報とパラメータＩ
Ｄ情報を更新して保持する。
　これにより、通紙が終了した場合に、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）および画像読取装置
において、パラメータ情報とパラメータＩＤ情報の更新が行える。
【００２４】
　また、本発明の画像形成装置は、上記のいずれかに記載の画像読取装置を備えると共に
、前記画像読取装置から受信した原稿の画像データの画像処理を行い、プリント用紙に印
刷する処理を行うことを特徴とする。
　これにより、オプション機器である自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が付設された画像読取
装置を備える画像形成装置において、オプション機器である自動原稿送り装置（ＡＤＦ）
を付け替える場合においても、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を再調整する必要がなくなる
。また、電源投入時における画像形成装置の立ち上がり時間を短縮することができる。
【００２５】
　また、本発明の画像形成システムは、本体にオプション機器として付設されると共にカ
ラーＣＣＤセンサにより原稿を読み取り画像データを本体側に送信する自動原稿送り装置
と、前記自動原稿送り装置と本体側とのインタフェースとなるスキャナエンジンと、前記
自動原稿送り装置から送信された画像データを前記スキャナエンジンを介して受信してプ
リント処理を行う本体側コントローラとで構成される画像形成システムであって、前記自
動原稿送り装置は、前記自動原稿送り装置を使用する際に必要となるパラメータ情報を保
持すると共に、前記パラメータ情報の内容の差異を全体として識別するためのパラメータ
ＩＤ情報を生成して保持するパラメータ情報記憶手段と、前記スキャナエンジン側からの
要求に応じて、前記自動原稿送り装置に保持されたパラメータ情報を前記スキャナエンジ
ンに送信するパラメータ情報送信手段と、前記スキャナエンジン側からの要求に応じて、
前記パラメータＩＤ情報を前記スキャナエンジンに送信するパラメータＩＤ情報送信手段
と、を備え、前記スキャナエンジンは、前記自動原稿送り装置から前記パラメータ情報を
受信して保持すると共に、受信したパラメータ情報を基に前記パラメータＩＤ情報を生成
して保持する記憶手段と、電源投入時に、前記自動原稿送り装置から前記パラメータＩＤ
情報を受信するパラメータＩＤ情報取得手段と、前記パラメータＩＤ情報取得手段により
自動原稿送り装置から受信したパラメータＩＤ情報と、自身が保持するパラメータＩＤ情
報とが一致するかどうかを判定するパラメータＩＤ情報判定手段と、前記パラメータＩＤ
情報判定手段により、前記自動原稿送り装置から受信したパラメータＩＤ情報と、自身が
保持するパラメータＩＤ情報とが一致しないと判定された場合に、前記自動原稿送り装置
から前記パラメータ情報を受信するパラメータ情報取得手段と、前記自動原稿送り装置か
ら前記カラーＣＣＤセンサにより読み込まれた原稿の画像データを受信すると共に、該画
像データを前記パラメータ情報中の画像調整データを基に補正し、補正した画像データを
前記本体側コントローラに送信する画像データ補正手段と、を備え、前記本体側コントロ
ーラは、前記スキャナエンジンから受信した画像データを基に、プリント用の画像データ
を生成する画像処理手段と、前記画像処理手段により生成されたプリント用画像データを
プリント用紙にプリントする印刷制御手段と、を備えることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像形成システムでは、自動原稿送り装置は、該自動原稿送
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り装置に使用する際に必要となるパラメータ情報と、該パラメータ情報の内容の差異を識
別するためのパラメータＩＤ情報とを保持する。スキャナエンジンには、電源投入時に、
前記自動原稿送り装置からパラメータＩＤ情報を受信し、受信したパラメータＩＤ情報と
、自身が保持するパラメータＩＤ情報とが一致するかどうかを判定する。自動原稿送り装
置から受信したパラメータＩＤ情報と、自身が保持するパラメータＩＤ情報とが一致しな
いと判定された場合にのみ、自動原稿送り装置から前記パラメータ情報を受信する。また
、スキャナエンジンは、自動原稿送り装置から受信した画像データの補正処理を行い、補
正された画像データを本体側コントローラに送信する。本体側コントローラは、スキャナ
エンジンから受信した画像データを基に、プリント用の画像データを生成して、プリント
する。
　これにより、オプションである自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が付設される画像形成シス
テムにおいて、オプションである自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を付け替える場合において
も、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を再調整する必要がなくなる。また、電源投入時におけ
る画像形成システムの立ち上がり時間を短縮することができる。
【００２６】
　また、本発明の画像形成システムは、前記パラメータＩＤ情報は、前記パラメータ情報
のチェックサムデータであることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像形成システムでは、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）内に保
持されたパラメータ情報のチェックサムデータを、パラメータＩＤ情報として使用する。
　これにより、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラメータ情報の内容を識別する
ためのパラメータＩＤ情報を容易に生成して、使用することができる。
【００２７】
　また、本発明の画像形成システムは、前記パラメータ情報には、自動原稿送り装置に搭
載された原稿読み取りのためのデバイスに固有な画像調整データ、および前記デバイスの
制御タイミンング情報が含まれることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像形成システムにおいては、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）
は、パラメータ情報として、該自動原稿送り装置に搭載された原稿読み取りのために使用
されるデバイス（例えば、光学系のレンズや、カラーＣＣＤセンサ）に固有な、画像調整
データ、および前記デバイスの制御タイミンング情報を保持する。
　これにより、オプションである自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を付け替える場合において
、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を再調整する必要がなくなる。
【００２８】
　また、本発明の画像形成システムは、前記パラメータ情報には、さらに自動原稿送り装
置に通紙された原稿の枚数の情報、および光源の照光時間の情報が含まれることを特徴と
する。
　上記構成からなる本発明の画像形成システムにおいては、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）
が保持するパラメータ情報には、通紙された原稿の枚数の情報、および光源の照光時間の
情報が含まれる。
　これにより、通紙が終了した場合などに、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラ
メータ情報およびパラメータＩＤ情報の更新を行うことができる。
【００２９】
　また、本発明の画像形成システムは、前記自動原稿送り装置は、前記原稿の通紙が終了
した場合に、自身が保持するパラメータ情報およびパラメータＩＤ情報を更新すると共に
、前記スキャナエンジンに対して通紙終了のステータス情報を送信する手段を、備え、前
記スキャナエンジンは、前記自動原稿送り装置から通紙終了のステータス情報を受信した
場合に、前記自動原稿送り装置に対して前記パラメータ情報の送信要求コマンドを送信す
ると共に、前記自動原稿送り装置から受信したパラメータ情報を基に、自身が保持するパ
ラメータ情報およびパラメータＩＤ情を更新する手段を、を備えることを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像形成システムでは、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）におい
て原稿の通紙が終了した場合に、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）が保持するパラメータ情報
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およびパラメータＩＤ情報を更新する。また、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）からスキャナ
エンジンに更新されたパラメータ情報を送信し、スキャナエンジンではパラメータ情報と
パラメータＩＤ情報を更新して保持する。
　これにより、通紙が終了した場合に、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）およびスキャナエン
ジンにおいて、パラメータ情報とパラメータＩＤ情報の更新が行える。
【００３０】
　また、本発明の画像形成システムは、前記スキャナエンジンは、前記本体側コントロー
ラからの指示により、前記自動原稿送り装置に対して前記パラメータ情報の初期化指示を
含むパラメータ更新指示のコマンドを送信する手段と、前記自動原稿送り装置から更新さ
れたパラメータ情報を受信し、受信したパラメータ情報により自身が保持するパラメータ
情報およびパラメータＩＤ情報を更新する手段と、を備え、前記自動原稿送り装置は、前
記スキャナエンジンから前記パラメータ情報の更新指示のコマンドを受信した場合に、更
新指示の内容に従い、自身が保持するパラメータ情報およびパラメータＩＤ情報を更新す
ると共に、更新したパラメータ情報を前記スキャナエンジンに送信する手段を、備えるこ
とを特徴とする。
　上記構成からなる本発明の画像形成システムおいては、スキャナエンジンは、本体側コ
ントローラからの指示により、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）に対してパラメータ情報の更
新指示（例えば、初期化要求など）を送信する。自動原稿送り装置（ＡＤＦ）は更新指示
に従いパラメータ情報を更新し、更新されたパラメータ情報をスキャナエンジンに送信す
る。スキャナエンジンは、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）から更新されたパラメータ情報を
受信し、記憶部に保持しているパラメータ情報およびパラメータＩＤ情報を更新する。
　これにより、本体側コントローラからの指示により、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）内の
パラメータ情報の更新が行える。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、画像読取装置等において、電源投入時の立ち上がり時間を短縮するこ
とができる。また、オプションである自動原稿送り装置（ＡＤＦ）を付け替えてもＡＤＦ
にパラメータ情報（画像調整データ等）を保存しているため、ＡＤＦを改めて調整をしな
くてもすむ。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態について説明する。
　図１は、本発明の実施の形態に係わる画像形成装置（画像形成システム）の構成ブロッ
ク図である。
　図１に示す画像形成装置（画像形成システム）１において、本体側装置２には、オプシ
ョンとなる自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０が装着されている。本体側装置２は、主に画
像のプリント処理を行う本体側コントローラ１０と、本体側コントローラ１０と自動原稿
送り装置（ＡＤＦ）２０との中間に位置するスキャナエンジン３０とで構成されている。
【００３３】
　本体側コントローラ１０内の主制御部１１はＣＰＵ等を含む制御部であり、本体側コン
トローラ１０内の各部の動作を統括して制御する処理部である。操作部１２は、液晶パネ
ル等の表示部および操作キー等からなるコントロールパネルであり、ユーザが画像形成装
置１を操作するための入力部である。
【００３４】
　画像処理部１３は、スキャナエンジン３０から受信した原稿の画像データをプリント用
の画像データ（例えば、使用するトナーに合わせた画像データ）に変換するための処理部
である。印刷制御部１４は、画像処理部１３により生成された印刷用画像データを用紙に
プリントするための制御部である。この印刷制御部１４は、トナーを用紙に転写する転写
部１６を制御すると共に、印刷用紙の送り機構（例えば、加圧ローラ１７ａや定着ローラ
１７ｂ）を含むプリントエンジン１５制御して、印刷動作を実行する。
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【００３５】
　自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０は、図５に示した構成のものであり、原稿の自動送り
機構を備えると共に、原稿を読み取るカラーＣＣＤセンサ２２を搭載している。
【００３６】
　自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０内のＡＤＦ制御部２１はＣＰＵ等を含む制御部であり
、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０内の各部の動作を統括して制御する処理部である。
カラーＣＣＤセンサ２２は、原稿読取用のカラーＣＣＤセンサであり、このカラーＣＣＤ
センサ２２は、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各色を読み取る３つのラインセンサから
構成されており、また、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色のラインセンサは、奇数ライン（ＯＤＤ）と、
偶数ライン（ＥＶＥＮ）を読み取る２つのラインセンサから構成されている。
【００３７】
　ＣＣＤ信号処理部２３は、カラーＣＣＤセンサ２２から読み込んだ画像信号を増幅し、
ＯＤＤ／ＥＶＥＮ補正、オフセット補正等を行い、この信号をＡ／Ｄ変換してデジタルの
画像データを出力する。送り機構制御部２５は、原稿の送り機構やミラーの移動機構を制
御する処理部である。
【００３８】
　ＡＤＦＩＤ情報処理部２４は、電源投入時におけるＡＤＦＩＤ情報（パラメータ情報）
のＡＤＦ内への展開処理、記憶部２６内のＡＤＦＩＤ情報２７の更新処理、スキャナエン
ジン３０からの要求に応じてＡＤＦＩＤ情報２７を送信するなど、ＡＤＦＩＤ情報２７に
関連する処理を行う。
【００３９】
　また記憶部２６はＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read-Only Mem
ory）で構成され、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０に固有な各種のパラメータ情報とし
てのＡＤＦＩＤ情報２７が保存されている。このＡＤＦＩＤ情報２７は各種のパラメータ
情報でなる２００ｂｙｔｅ程度の情報であり、ＡＤＦ２０に保持されたＡＤＦＩＤ情報２
７の内容を識別するＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報のチェックサムデータ）、画像調整データ
（ＭＴＦや、色補正データなど）、ＡＤＦ２０の制御タイミング情報、光源の照光時間、
原稿の通紙枚数の情報等が含まれる。このＡＤＦＩＤ情報２７は、スキャナエンジン３０
に送信され、スキャナエンジン３０内に保持される。
【００４０】
　スキャナエンジン３０は、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０と本体側コントローラ１０
との中間に位置し、本体側コントローラ１０と自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０とのイン
タフェースとなる部分であり、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０からＡＤＦＩＤ情報２７
受信するとともに、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０から受信した画像データを本体側コ
ントローラ１０に送信する処理部である。
【００４１】
　スキャナエンジン制御部３１は、ＣＰＵ等を含み、スキャナエンジン３０内の各部の動
作を統括した制御する処理である。
【００４２】
　画像データ補正部３２は、ＡＤＦ２０から受信画像データを、記憶部（ＳＲＡＭ（Stat
ic Random Access Memory）等）３６に保持されたＡＤＦＩＤ情報２７中の画像調整デー
タ（ＭＴＦ、色補正データ等）により、補正された画像データを生成する。画像データ補
正部３２により生成された画像データは画像メモリ１８に保存される。
【００４３】
　なお、この画像データ補正部３２では、ＡＤＦ２０より受信した原稿の画像データに対
し、光学系のＭＴＦ（Modulation Transfer Function）補正や、シェーディング補正を行
う。なお、シェーディング補正は、カラーＣＣＤセンサ２２の各光電変換素子の特性バラ
ツキ、あるいは光源の発光量のバラツキに起因して各光電変換素子間に実質的な感度のバ
ラツキが生じるため、これを補正するものである。
【００４４】
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　ＡＤＦＩＤ情報取得部３３は、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０からＡＤＦＩＤ情報２
７、またはＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７内のチェックサムデータ）を受信する処理部で
ある。なお、ＡＤＦＩＤ情報取得部３３は自動原稿送り装置（ＡＤＦ）からＡＤＦＩＤ情
報２７を受信した場合は、自身でＩＤ情報（チェックサムデータ）を算出し、これをＡＤ
ＦＩＤ情報と共に記憶部３６に保存する。
【００４５】
　ＡＤＦＩＤ情報判定部３４は、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０から受信したＩＤ情報
（チェックサムデータ）と、自身が保持するＩＤ情報（チェックサムデータ）とが一致す
るかどうかを判定するための処理部である。
【００４６】
　ＡＤＦＩＤ情報更新部３５は、本体側コントローラ１０からの指示（例えば、初期化指
示）により、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０に対し、記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）２６に記
憶されたＡＤＦＩＤ情報２７を更新するように指示するための処理部である。
【００４７】
　上記構成において、電源投入時に、ＡＤＦ２０に保存してある各種のパラメータ情報（
ＡＤＦＩＤ情報２７、例えば、２００ｂｙｔｅ程度）の全部を、スキャナエンジン３０に
毎回送るのではなく、ＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７のチェックサムデータ、４ｂｙｔｅ
程度）だけをスキャナエンジン３０に送信する。スキャナエンジン３０では、ＡＤＦ２０
から受信したＩＤ情報（チェックサムデータ）と、自身が記憶部３６に保持したＩＤ情報
（チェックサムデータ）とを比較する。そして、このＩＤ情報（チェックサムデータ）が
異なっている場合にのみ、ＡＤＦ２０に保持された各種のパラメータ情報（ＡＤＦＩＤ情
報２７）の全部を、自動原稿送り装置（ＡＤＦ）２０から受信する。これにより、電源投
入時の装置立ち上がり時間の短縮を図ることができる。
【００４８】
　なお、前述した自動原稿送り装置（ＡＤＦ）のパラメータ情報記憶手段は、記憶部２６
が相当し、パラメータ情報送信手段およびパラメータＩＤ情報送信手段は、ＡＤＦＩＤ情
報処理部２４が相当する。また、前述した画像読取装置およびスキャナエンジンの記憶手
段は記憶部３６が相当し、前述したパラメータ情報取得手段およびパラメータＩＤ情報取
得手段はＡＤＦＩＤ情報取得部３３が相当し、前述したパラメータＩＤ情報判定手段はＡ
ＤＦＩＤ情報判定部３４が相当する。また、前述した画像処理手段は画像処理部１３が相
当し、印刷制御手段は印刷制御部１４が相当する。
【００４９】
　図２は、図１に示す画像形成装置における、電源投入時のＡＤＦＩＤ情報のバッアップ
処理の流れを示すフローチャートであり、本発明に直接関係する部分について示したもの
である。以下、図２を参照して、その処理の流れについて説明する。
【００５０】
　電源が投入されると（ステップＳ１）、スキャナエンジン３０から自動原稿送り装置（
ＡＤＦ）２０に対して、コマンド１（ＡＤＦとの接続確認コマンド）が送信される（ステ
ップＳ２）。ＡＤＦ２０は、スキャナエンジン３０に対して確認応答ステータス１（通信
接続完了）を返信する（ステップＳ３）。この確認応答ステータス１において、ＡＤＦ２
０内において原稿読み取りのために必要なパラメータデータのＳＲＡＭ等への展開（設定
）が完了（運転準備完了）したことが、スキャナエンジン３０に通知される。
【００５１】
　スキャナエンジン３０は、ＡＤＦ２０から確認応答ステータス１を受信すると、ＡＤＦ
２０に対してコマンド４（ＡＤＦＩＤ要求）を送信する（ステップＳ４）。ＡＤＦ２０は
スキャナエンジン３０に対して確認応答ステータス６（ＡＤＦＩＤ応答）を送信する（ス
テップＳ５）。なお、このＡＤＦＩＤ応答で送信される情報は、ＡＤＦ２０内に保持され
たＡＤＦＩＤ情報２７（２００ｂｙｔｅ）のＩＤ情報（チェックサムデータ）であり、４
ｂｙｔｅ程度である（ＩＤ情報＝ＡＤＦＩＤ情報２７のチェックサムデータ）。
【００５２】
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　スキャナエンジン３０では、ＡＤＦ２０から受信したＡＤＦＩＤ情報(ＡＤＦＩＤ情報
２７のチェックサムデータ)と、スキャナエンジン３０自身が記憶部３６に保持している
ＡＤＦＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７のチェックサムデータ）とを比較する（ステップＳ
６）。
【００５３】
　ＡＤＦ２０から受信したＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７のチェックサムデータ）と、ス
キャナエンジン３０自身が記憶部３６に保持しているＡＤＦＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２
７のチェックサムデータ）とを比較し、一致すると判定された場合は（ステップＳ７：Ｙ
ＥＳ）、ステップＳ８に移行する。
【００５４】
　ステップＳ８においては、ＡＤＦ２０から受信したデータ（４ｂｙｔｅ程度）に「つい
てチェックサム計算を行い、チェックサム判定を行う。チェックサム判定結果が一致であ
れば（ステップＳ８：ＹＥＳ）、ステップＳ１２に移行する。
【００５５】
　一方、ステップＳ７においてＡＤＦＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７のチェックサムデー
タ）が一致しないと判定された場合（ステップＳ７：ＮＯ）、またはステップＳ８におい
て、チェックサム判定で一致しないと判定された場合は（ステップＳ８：ＮＯ）、ステッ
プＳ９に移行する。
【００５６】
　ステップＳ９において、スキャナエンジン３０は、ＡＤＦ２０のコマンド４（ＡＤＦＩ
Ｄ要求）を送信し（ステップＳ１０）、ＡＤＦ２０から応答ステータス６を受信する（ス
テップＳ１１）。このＡＤＦ２０からの応答には、ＡＤＦＩＤ情報２７の全部のデータ（
２００ｂｙｔｅ程度）が含まれる。スキャナエンジン３０では、ＡＤＦ２０から新たに受
信したＡＤＦＩＤ情報２７を記憶部３６に保存すると共に、受信したＡＤＦＩＤ情報２７
を基にＩＤ（チェックサムデータ）を再計算し、記憶部３６に保存する。
【００５７】
　上記手順より、スキャナエンジン３０とＡＤＦ２０には、同じＡＤＦＩＤ情報（画像調
整データ等）が保持されることになる。この後に、スキャナエンジン３０から本体側コン
トローラ１０に、画像調整データ等を送信する（ステップＳ１２）。
【００５８】
　上記手順により、ＡＤＦバックアップ情報転送処理が終了する（ステップＳ１３）。
【００５９】
　また、図３は、ＡＤＦＩＤ情報の更新処理の流れを示すフローチャートである。この処
理は、ＡＤＦ２０における通紙が終了した場合等に行われ、スキャナエンジン３０が主体
となって行われる処理である。以下、図３を参照して、その処理の流れについて説明する
。
【００６０】
　ＡＤＦ２０において通紙が終了すると、この通紙終了の情報は、ステータス１（通紙終
了）として、スキャナエンジン３０に送信される（ステップＳ２１）。
　スキャナエンジン３０は、ＡＤＦ２０からステータス１（通紙終了）の信号を受信する
と、ＡＤＦ２０に対してコマンド４（ＡＤＦＩＤ要求）を送信し（ステップＳ２２）、Ａ
ＤＦ２０からステータス６（ＡＤＦＩＤ応答）を受信する（ステップＳ２３）。このＡＤ
ＦＩＤ応答には、ＡＤＦＩＤ情報２７のすべての情報（２００ｂｙｔｅ程度）が含まれる
。
【００６１】
　スキャナエンジン３０では、ＡＤＦ２０から受信したＡＤＦＩＤ情報２７（２００ｂｙ
ｔｅ程度）を、記憶部３６に書き込み、スキャナ保有データの変更を実施する（ステップ
Ｓ２４）。また、受信したＡＤＦＩＤ情報２７からＩＤ情報（チェックサムデータ）を計
算し、このＩＤ情報（チェックサムデータ）を記憶部３６に保存する（ステップＳ２５）
。
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【００６２】
　同様に、ＡＤＦ２０においても、ＡＤＦの固有情報であるＡＤＦＩＤ情報２７を変更し
、変更したＡＤＦＩＤ情報２７を記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）２６書き込む（ステップＳ２６
）。また、変更したＡＤＦＩＤ情報２７からＩＤ情報（チェックサムデータ）を計算し、
このＩＤ情報（チェックサムデータ）を記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）２６に書き込む（ステッ
プＳ２７）。
【００６３】
　以上説明した手順により、ＡＤＦ情報の更新が終了する（ステップＳ２８）。
【００６４】
　また、図４は、ＡＤＦ２０内の記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）２６の更新処理の流れを示すフ
ローチャートである。この処理は、本体側コントローラ１０からの指示により行われ、例
えば、ＥＥＰＲＯＭに保持されたＡＤＦＩＤ情報２７を初期化する場合などに行われる。
【００６５】
　まず、本体側コントローラ１０からスキャナエンジン３０に対して、更新指示が送信さ
れる（ステップＳ３１）。スキャナエンジン３０は、ＡＤＦ２０に対して、コマンド４（
ＡＤＦＩＤ情報更新指示）を送信する（ステップＳ３２）。ＡＤＦ２０からスキャナエン
ジン３０に対して、確認応答ステータス６が返信される（ステップＳ３３）。この確認応
答ステータス６の情報には、更新されたＡＤＦＩＤ情報２７のすべての情報（２００ｂｙ
ｔｅ程度）が含まれる。
【００６６】
　スキャナエンジン３０では、ＡＤＦ２０から受信したＡＤＦＩＤ情報２７（２００ｂｙ
ｔｅ程度）を、記憶部３６に書き込み、スキャナ保有データの変更を実施する（ステップ
Ｓ３４）。また、受信したＡＤＦＩＤ情報２７からＩＤ情報（チェックサムデータ）を計
算し、このＩＤ情報（チェックサムデータ）を記憶部３６に保存する（ステップＳ３５）
。
【００６７】
　同様に、ＡＤＦ２０においても、ＡＤＦの固有情報であるＡＤＦＩＤ情報２７を変更し
、変更したＡＤＦＩＤ情報２７を記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）２６書き込む（ステップＳ３６
）。また、変更したＡＤＦＩＤ情報２７からＩＤ情報（チェックサムデータ）を計算し、
このＩＤ情報（チェックサムデータ）を記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）２６に書き込む（ステッ
プＳ３７）。
【００６８】
　以上、説明したように、本発明のＡＤＦ２０、スキャナエンジン３０、本体側コントロ
ーラ１０から構成される画像形システムにおいては、電源投入時に、ＡＤＦ２０に保存し
てある各種のパラメータ情報（画像調整データ等、例えば、２００ｂｙｔｅ程度）の全部
を、スキャナエンジン３０に毎回送るのではなく、ＡＤＦ２０内の記憶部（ＥＥＰＲＯＭ
）２６に保存されたＡＤＦＩＤ情報２７のＩＤ情報（ＡＤＦＩＤ情報２７のチェックサム
データ、４ｂｙｔｅ程度）だけをスキャナエンジン３０に送信する。
【００６９】
　スキャナエンジン３０では、ＡＤＦ２０から受信したＩＤ情報（チェックサムデータ）
と、記憶部３６に保持したＩＤ情報（チェックサムデータ）とを比較する。そして、この
チェックサムデータが異なっている場合にのみ、ＡＤＦ２０に保持されたＡＤＦＩＤ情報
２７の全部をスキャナエンジン３０に送信するようにする。これにより、電源投入時の装
置立ち上がり時間の短縮を図ることができる。
【００７０】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明の自動原稿送り装置（ＡＤＦ）
、画像読取装置（スキャナエンジン）、画像形成装置（画像形成システム）は、上述の図
示例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更
を加え得ることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
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【００７１】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像形成装置１の構成ブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る画像形成装置１における電源投入時のＡＤＦＩＤ情報
のバッアップ処理の流れを示すフローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態に係る画像形成装置１におけるＡＤＦＩＤ情報の更新処理の
流れを示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施形態に係る画像形成装置１におけるＡＤＦ内のＥＥＰＲＯＭの更
新処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】従来の画像形成装置の本体に装着される自動原稿送り装置の概略構成図である。
【符号の説明】
【００７２】
　１・・・画像形成装置（画像形成システム）、２・・・本体側装置、１０・・・本体側
コントローラ、１１・・・主制御部、１２・・・操作部、１３・・・画像処理部、１４・
・・印刷制御部、１５・・・プリントエンジン、１６・・・転写部、１７ａ・・・加圧ロ
ーラ、１７ｂ・・・定着ローラ、２０、２０Ａ・・・自動原稿送り装置（ＡＤＦ）、２１
・・・ＡＤＦ制御部、２２・・・カラーＣＣＤセンサ、２３・・・ＣＣＤ信号処理部、２
４・・・ＡＤＦＩＤ情報処理部、２５・・・送り機構制御部、２６・・・記憶部（ＥＥＰ
ＲＯＭ）、２７・・・ＡＤＦＩＤ情報、２７Ａ・・・ＡＤＦパラメータ情報、３０・・・
スキャナエンジン、３１・・・スキャナエンジン制御部、３２・・・画像データ補正部、
３３・・・ＡＤＦＩＤ情報取得部、３４・・・ＡＤＦＩＤ情報判定部、３５・・・ＡＤＦ
ＩＤ情報更新部、３６・・・記憶部（ＳＲＡＭ）、１００・・・ケーシング、１０１・・
・コンタクトガラス、１０２・・・照明ランプ（光源）、１０３、１０４、１０５・・・
反射鏡（ミラー）、１０６・・・白色基準板、１０７・・・レンズ、１２０・・・原稿の
送り機構部、１２１・・・セットトレイ、１２２・・・排出トレイ、１２３・・・ローラ
機構部
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